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かよさん （２４歳、 軽度の知的障害） の場合

しんじさん （３５歳、 中度〜重度の知的障害） の場合

1



2

かよさん （２４歳、 軽度の知的障害） の場合
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・3 ・

「あ、髪切ったのね。」

「うん、切った。」

「いいじゃん、似合うよ。」

「少し染めたいんだけど」

「そう？ 染めなくても良いと思うけど。でもするんだったらこの写真

の色なんかどうかな。」

「この人好きだなー」

いつもはこんなふうに会話しています。

必要なことがあったら、トモコはかよさんの相談に乗ったり、少しお

手伝いしたりするでしょう。ともだちだから。

でも難しくなったら、専門のヘルパーさんに頼んだり、バックアップ

機関に対応を依頼するようにしています。

次回はもらったチケットがあったので、

サッカーを観戦する予定です。

地元チームのサポーターとして、応援に行きます！
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しんじさん （３５歳、 中度〜重度の知的障害） の場合
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  またくる？ 

 

この関係をしんじさんがどう思っているのかよくわかりません。でも

トオルはしんじさんが好きだし、

しんじさんも

と言ってくれるから、それで良いと思っています。

お母さんと雑談中、将来の話になりました。何でもやれるわけじゃな

いけど、コーディネータを紹介したり、彼のことを知っている人間とし

て、ちょっとはお手伝いできるかなと思いました。
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コミュニティフレンドとバックアップ機関

コミュニティフレンドのヒサコはバックアップ機関に報告書をメール

で送信し、そのときに“誰か他の人と一緒に出かけても良いか？”と質

問しました。

すると次のような返信が。 「…質問拝見しました。ヒサコさ

んのお仲間ですね。全部で３人で遊

園地ですか。

特にかまわないと思います。お仲

間がかよさんのこともわかっていて、

互いに気を配れるようにしていただ

ければ。よろしかったらその後の感

想なども教えてください。他にも小

さなことや、手に負えない難しそう

なこともあったら教えてくださいね。」
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コミュニティフレンドは、バックアップ機関と定期・不定期に話し合

いをしています。

普段は活動報告書やメール・電話での相談ですが、たまにこうして実

際に会って微妙な話や上手く言えないことなどを伝えるようにします。

また他のコミュニティフレンドの意見や考えを聞くにも良い機会です。

「…この前は割り勘にしたんだけど、それでいいんだよね？」

「ぼくはそうしてますよ。」

「私のときはお母さんからこれも持ってけって言われて、お金渡されそ

うになったんだけど、いえ、自分で食べる分は自分で払いますからって。」
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コミュニティフレンドはこんな人です
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（筑波大学大学院人間総合科学研究科　名川　勝）

“親亡き後”
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（コミュニティフレンド　池上　直樹）

〜コミュニティフレンド事業に加わって〜

『もっと自然なおつきあいを』

人

人

のある人ともっと自然におつきあいできるようになればいいなぁ、 と期

待しています。

人が、障害
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（コミュニティフレンド　藤森　鮮英）

〜コミュニティフレンド事業に加わって〜

『だって、 ともだちだから』

知的に障害のある人です。 彼は、
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（コミュニティフレンド　松本　智子）

〜コミュニティフレンド事業に加わって〜

『コミュニティフレンドとして』
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13

（知的障害者通所更生施設 ・あけぼの園　小柴　友幸）
あけぼの園は、 グループホームのバックアップ施設です　

〜コミュニティフレンド事業に加わって〜

『コミュニティフレンド活動に期待します』

障害のある人

　地域で障害のある人々と関わる人たちが増え、自然な関係で街中を
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（船橋市手をつなぐ育成会　赤津　保子）

〜コミュニティフレンド事業に加わって〜

『息子のコミュニティフレンド』
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（市川手をつなぐ親の会　浜本　真知子）

〜コミュニティフレンド事業に加わって〜

『コミュニティフレンド利用者として』
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ＰＡＣガーディアンズとコミュニティフレンド

　PACは 〈ぱっく〉と読み、「プロテクション＆アドボカシーちば」の略で
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（市川手をつなぐ親の会　竜円　香子）
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宇治市社会福祉協議会のコンタクトパーソン活動の取り組み
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スウェーデンのコンタクトパーソン事業

できるようにするための人的援助の 「環／鎖」 となる立場の人です。

2006年10月現在で16,660人です。

のある
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（立教大学コミュニティ福祉学部　河東田　博）
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